
 

 

 

 

 

 

「私たちはどう生きるか」    熊谷良子 

 

 

お盆や原爆の日、終戦の日を迎える 8月は、生と死について考える機会が多くなります。 

吉野源三郎著『君たちはどう生きるか』（1937年）は、現在でも読み継がれており、漫画化され、映画にもなりました。 

長い間どの世代にも読まれてきた理由の中に、「私たちはどう生きるか」「私たちはなぜ生きるのか」には、人間らしい根源的な問いがあるように思います。   

さらに、「なぜ自ら死を選ぶのは良くないのか」は、年代を超えた切実な問いです。 

いのちを考えることは、医療技術の発展に伴う生命誕生や延命への介入のあり方、生命倫理（バイオエシックス）などについて、 

考慮し、判断する力につながります。 

 

さて、小さな子どもは、細胞の数ほど「なぜ？」をもっているのではないかと思うくらい、いちいち「なぜ？」を返してきます。 

たとえば、「歯磨きをして寝ようね」の一場面では、 

「なんで歯磨きするの」「なんで虫歯になるの」「なんで寝るの」「なんで夜があるの」「なんで暗くなるの」 

「なんでママとパパは起きているの」「寝ないとどうなるの」「死ぬの？」などの「なぜ」の応酬です。 

なんと、哲学的な質問なのでしょう。豊かな問いをもつ力は、幼児期から育ちます。 

しかしながら、いつしか私たちは問うことに躊躇し、「問い」に蓋をして生きることに慣れてしまい、 

迷いのない、ストレートの道を急ぎ足で走っています。それで、生き生きとした生き方は可能でしょうか。 

私たちは、分かち合い、理解し合う想像力とことばをもっています。 

あなたの「問い」を 8月の空に放ってあげましょう。                   2023．8．1 
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